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絵画部
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季
二
科
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�

生
方 

純
一

者
が
増
え
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
来
期
は
1
室
も
さ
ら
に
広

く
し
更
に
イ
ン
パ
ク
ト
と
ス
ケ

ー
ル
感
の
あ
る
展
示
を
目
指
す

予
定
で
す
。

③
Ｓ
20
号
部
門

　
一
枚
の
絵
を
観
る
時
間

　

春
季
特
別
企
画
の
N
I
K
A

+
n
i
k
a 

S
20
も
2
年
目
を

迎
え
、
浸
透
し
春
季
展
の
顔
と

な
り
、
出
品
者
は
53
名
増
の
299

名
・
出
品
点
数
も
109
点
増
の
463

点
の
応
募
が
あ
り
、
昨
年
よ
り

さ
ら
に
厳
選
と
な
り
、
179
名

（
2
点
入
選
11
名
）が
め
で
た
く

入
選
し
、
こ
の
企
画
へ
の
関
心

の
高
さ
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
投
票
に
よ
り
最
優
秀
賞
の

笹
島
裕
美
さ
ん
が
中
和
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て
企
画
個
展
開
催
決

定
、
優
秀
賞
4
名
は
帝
国
ホ
テ

ル
二
科
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
特

別
展
示
、
佳
作
や
入
場
者
の
人

気
投
票
に
よ
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン

ス
賞
4
名
の
受
賞
者
も
第
109
回

二
科
展
に
お
い
て
展
示
さ
れ
ま

す
。
特
に
S
20
号
の
入
選
者
・

受
賞
者
は
家
族
・
知
人
・
友
人

な
ど
も
見
に
来
ら
れ
て
、
観
客

動
員
の
功
労
者
で
あ
っ
た
と
い

え
ま
す
。
ま
た
オ
ー
デ
ィ
エ
ン

ス
賞
の
人
気
投
票
に
よ
り
、
一

点
一
点
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け

絵画部

作
品
も
展
示
も
た
ゆ
ま
ぬ
進
化
を
求
め
て

 

山
中 

宣
明

　

２
０
２
５
春
季
展
も
初
日
に

は
選
抜
者
授
賞
式
や
ト
ー
ク
、

会
場
全
体
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介

す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
等
で

に
ぎ
わ
い
、
最
終
日
は
豪
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
オ
ー
デ
ィ
エ
ン

ス
賞
の
授
賞
式
、
受
賞
作
家
紹

介
に
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
盛

会
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
の
課
題
を
含
め

て
今
回
の
二
科
展
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
会
員
作
品

　

今
回
は
実
験
的
な
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
の
精
神
を
継
承
し
、

12
・
13
室
に
実
験
的
作
品
・
個

性
的
な
作
品
の
展
示
や
、
具
象

傾
向
、
抽
象
傾
向
の
部
屋
で
特

徴
づ
け
、
会
員
力
作
の
多
様
な

価
値
観
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

②
選
抜
作
品

　

1
0
8
回
二
科
展
の
受
賞
者

か
ら
会
友
10
名
・
一
般
26
名
の

選
抜
者
を
1
～
3
室
に
展
示

し
、
会
員
投
票
に
よ
り
春
季
二

科
賞
１
名
、
春
季
賞
3
名
が
受

賞
し
、
最
高
賞
の
澤
登
千
代
子

さ
ん
の
精
緻
な
描
写
の
大
作
を

は
じ
め
、
い
ず
れ
の
受
賞
者
も

独
自
の
世
界
を
繰
り
広
げ
て
い

る
秀
作
で
し
た
。
来
年
は
さ
ら

に
F
130
号
の
大
作
に
挑
む
選
抜

　

春
季
展
は
元
来
、
会
員
が
実
験

的
な
作
品
を
発
表
し
、
研
究
す
る

場
と
し
て
い
た
が
、
近
年
は
前
年

の
本
展
で
の
受
賞
者
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
作
家
の
新
作
を
展
示
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
会
員
の
投
票

に
よ
り
、
春
季
二
科
賞
、
春
季
賞

を
与
え
奨
励
し
て
い
る
。

　

他
に
昨
年
か
ら
会
友
・
一
般
出

品
者
を
対
象
に
「
S
20
号
」
コ
ン
ク

ー
ル
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
が
、

今
年
は
前
年
に
増
し
て
出
品
者
が

多
く
、
厳
選
に
な
っ
た
。
作
品
の

内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
、
優
れ
た

も
の
が
多
か
っ
た
が
、
展
示
ス
ペ

ー
ス
の
関
係
も
あ
り
、
厳
選
せ
ざ

る
を
得
ず
、
涙
し
た
作
品
も
多
か

っ
た
。「
S
20
号
」
最
優
秀
賞
は
じ

め
優
秀
賞
4
名
、
佳
作
10
名
の
他

に
鑑
賞
者
の
投
票
に
よ
る
オ
ー
デ

ィ
エ
ン
ス
賞
が
選
ば
れ
た
。

　

個
展
ブ
ー
ス
は
前
年
の
本
展
で

の
高
位
受
賞
者
4
名
の
実
力
者
に

よ
る
展
示
で
、
見
応
え
が
あ
っ
た
。

　

唯
一
残
念
に
思
っ
た
の
は
、
不

出
品
会
員
が
45
名
と
多
く
、
出
品

さ
れ
た
作
品
も
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、

迫
力
に
欠
け
た
こ
と
で
あ
る
。

2025春季二科展
2025．4．18～5．2　東京都美術館

選抜作品　展示１室 選抜作品　展示2室からNIKA+nika/S20展示室へ

４つの個　今野真由美会友トーク 展示8室からS20展示室へ　オーディエンス賞投票箱
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4月18日　ギャラリーツアー

て
鑑
賞
す
る
人
が
多
く
、
滞
館

時
間
の
長
い
参
加
型
展
覧
会
の

実
現
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
く

れ
ま
し
た
。
展
示
場
所
も
４
～

７
室
に
移
し
、
若
手
会
員
中
心

に
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
展

示
の
工
夫
を
凝
ら
し
大
変
好
評

で
し
た
。
搬
出
時
に
は
会
員
が

懇
切
丁
寧
に
今
後
の
方
向
性
や

具
体
的
改
善
点
を
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
、
入
落
に
か
か
わ
ら
ず
出

品
者
は
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
意
欲

を
高
め
て
帰
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
今
後
も
全
国
支
部
で
も

フ
オ
ロ
ー
に
取
り
組
み
、
本
展

へ
の
出
品
奨
励
に
も
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
、
こ
の
企
画
の
意
味

や
存
在
意
義
も
さ
ら
に
高
ま
る

と
思
い
ま
す
。
100
名
を
超
え
る

落
選
者
の
中
に
も
入
選
者
と
優

劣
付
け
が
た
い
可
能
性
を
感
じ

る
若
手
出
品
者
も
多
く
、
新
傾

向
の
作
品
な
ど
に
も
着
目
で
き

る
審
査
の
眼
、
審
査
体
制
の
重

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

④
4
つ
の
個

　

今
回
は
会
員
の
第
108
回
大
臣

賞
受
賞
者
の
濱
田
進
理
事
、
都

知
事
賞
受
賞
者
の
石
関
和
夫
会

員
、
特
別
賞
受
賞
者
の
武
部
美

智
子
新
会
員
・
今
野
真
由
美
会

友
の
4
人
に
よ
る
個
展
形
式
展

示
の
特
別
企
画
で
し
た
が
、
卓

越
し
た
描
写
力
や
個
の
顔
・
画

力
が
明
確
に
見
え
て
、
観
客
に

感
動
を
与
え
絵
画
部
の
春
季
展

示
を
締
め
る
役
目
を
果
た
し
ま

し
た
。
今
後
も
公
募
団
体
に
お

け
る「
個
」の
打
ち
出
し
は
重
要

な
課
題
で
す
。

　

最
後
に
、
陣
頭
指
揮
を
と
ら

れ
た
生
方
理
事
長
は
じ
め
理
事

各
位
、
展
示
委
員
、
会
員
、
事

務
局
に
よ
る
総
力
体
制
の
尽
力

に
感
謝
し
、
春
季
展
が
作
品
も

展
示
も
た
ゆ
ま
ぬ
進
化
・
改
革

を
求
め
続
け
る
場
で
あ
り
続
け

る
こ
と
を
願
い
、
総
括
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

会員作品　展示8室　

S20個人搬出口　生方理事長・中島常務理事

4月17日　S20会場レイアウト3月29日　S20審査風景 4月18日　S20最優秀賞　笹島裕美さん

5月2日　オーディエンス賞1位　生方理事長小品の副賞 S20個人搬出口で作品アドバイス
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笹島 裕美「揺籃時代Ⅱ」 瀬川 ゆかり「隠れ家の森」

番場 美和子「シグナル」 谷 いづ美「迷宮」

平山　輝「助けてほしい？」

春季賞 福岡 侑恵加

　写実的絵画の中心課題は
肉眼であれデジタル情報を
使うのであれ、視覚情報そ
のもののみを抽出して画布
に置く事にあると言っても
過言では無い。情報を分解
抽出し水面の煌めきや水し
ぶきの形を画布に乗せて視
覚的効果を導く技法と併せ
て現代的な作品である。
 （田川 絵理）

春季賞 植草 正利

背景の板壁の前に棚らしき
ものがあり、その棚に厚塗
りで植物らしきものが群生
している。それが塊となり
画面右上から左下に増殖し
ているように描かれている。
全体の色調は深いグレーを
基調としているが、キラリ
と見える青や紫が画面に色
の深みを加えていて効果的
である。 （粕谷 正一）

植草 正利「BOUNDARY Ⅳ」S100

福岡 侑恵加　「波戯」　F130

春季二科賞 澤登 千代子

画面全体の下地に鉛筆やペ
ンで植物の肉付けハッチン
グを施している。その上か
ら薄塗りで何層もの色を重
ね塗りし、植物の柔らかな
質感を表現している。中間
色の繊細な色調の変化が画
面全体に浸透し、穏やかで
美しい作品になっている。
丁寧な仕事ぶりに好感が持
てる。 （粕谷 正一）澤登 千代子　「ハス」　F130

Ｓ20最優秀賞 笹島 裕美

　疎と密のバランスの構図
の面白さ、複雑に入り組んだ
繊細な線の中に親子関係が
垣間見える。何よりも鉛筆
という画材でこれだけの表
現が出来ることに感嘆させ
られる。 （岩田 博）

島村　薫「flowerscape」F120

春季賞 島村　薫

　視点のゆらぎから認識の
ゆらぎへと心を彷徨わせた
柔軟な発想があり、一方で
それを堅牢な描写が支えて
いて鑑賞者に安定と安心感
を与える。この作品もデジ
タル機器の情報を使用して
いると思われる。作者の今
後の関心が何処へ向かって
いくのか待ちたい。
 （田川 絵理）

2025春季二科展　受賞作品寸評

Ｓ20優秀賞 瀬川 ゆかり

　程良い存在を示す鳥、抑
えた色彩は品格を感じる。
茂みの中に人が隠れている
のも遊び心があって面白い。
絵画の本質的な魅力を感じ
る詩情豊かな作品。
 （寺田　眞）

Ｓ20優秀賞 番場 美和子

　展示の作品をみながらシ
グナルの意味を考えていた。
画集（25頁）を観て一本の銅
線が消えていた。実際に作
品を鑑賞する事の大事さを
痛感した。 （森岡 謙二）

Ｓ20優秀賞 谷　いづ美

　抽象のようだが、よく見る
と扉や標識等が描かれ、マ
チエール、描線いずれも手
慣れて色彩と共にセンスの
良さを感じる。大作が見た
いと思う。 （寺田　眞）

Ｓ20優秀賞 平山　輝

　顔、手、のムーブのめぐ
りの線、それに合わせる様
に色彩も動き、すべての視
点が静かに廻る。マチエー
ルもしっかり描き、幻想な
世界を創り上げている。 （森
岡 謙二） 前川 普佐雄 高尾 小百合 竹澤 一郎 安井 陽子

■ S 20オーディエンス賞
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2025春季二科展　支援講座・ワークショップ　4月29日（火・祝）　於：東京都美術館 スタジオ
森岡 謙二

　人に教えることは自分の学びになると粕谷
先生、今回講座を担当してなるほどと実感し
た。コラージュをテーマに取り上げた。ピカ
ソ、ブラックが導入したと言われるコラージ
ュの作品を作る表現技法があり、それが材料
となる。デカルコマニー、スパッタリング、
吹き流しなどがあるが、当日に実践できるの
はフロタージュが良い。こすり形を写し出す
方法である。絵具を利用するものは事前に自
分で準備し、絵具をベタベタ、網でガサガ
サ、ストローでフーフー等、疲れたけれども
おもしろかった。各人が持参した肖像画を中
心に材料を貼り付けた。オリジナルな作品が
仕上がってゆく。楽しく、興味を抱くアーテ
ィスト達、教えられることばかりである。

五味 祥子
　始めのデッサン用鉛筆削りが難関の様子。
まずイメージのみでキューピーを描く。次に
じっくり観察し描いた絵とを比較。最後に全
員の絵をイーゼルに並べた時、爆笑が起き一
気に緊張が解れた。実に愉快なキューピー達
がそこに並んだから。イメージと描写の大き
な違いが実感できたと思います。

（
会
友
）

丸
山
　
恵
美［
新
潟
］

井
上
な
ぎ
さ［
神
奈
川
］

大
森
　
　
惠［
静
岡
］

小
野
唯
希
子［
大
阪
］

鎌
井
　
理
香［
三
重
］

河
瀬
　
順
子［
愛
知
］

楠
本
加
津
江［
大
阪
］

久
保
　
孝
彰［
鹿
児
島
］

久
保
寺
一
二
三［
京
都
］

坂
井
　
雅
子［
茨
城
］

佐
々
木
光
子［
大
阪
］

澤
登
千
代
子［
千
葉
］

篠
原
　
説
子［
兵
庫
］

辻
　
　
綾
乃［
石
川
］

津
野
　
勝
己［
宮
崎
］

冨
田
　
淳
子［
愛
知
］

馬
場
　
美
芽［
大
阪
］

平
山
　
　
輝［
大
阪
］

福
岡
侑
恵
加［
愛
知
］

益
原
　
礼
子［
広
島
］

御
手
洗
　
毅［
神
奈
川
］

三
好
優
苺
那［
石
川
］

山
本
　
郁
夫［
京
都
］

山
本
　
由
貴［
石
川
］

渡
邉
　
憲
司［
茨
城
］

絵
画
部

2
0
2
5
春
季
二
科
展
　
受
賞
者
・
選
抜
出
品
者

◆
4
つ
の
個

（
会
員
）

濱
田
　
　
進［
長
野
］

石
関
　
和
夫［
群
馬
］

武
部
美
智
子［
青
森
］

（
会
友
）

今
野
真
由
美［
神
奈
川
］

◆
前
年
度
選
抜
者

（
会
友
）

伊
藤
　
須
美［
兵
庫
］

森
　
　
泰
秀［
佐
賀
］

井
上
　
貴
義［
福
岡
］

島
村
　
　
薫［
兵
庫
］

須
佐
美
惠
子［
大
阪
］

荒
井
　
洋
子［
富
山
］

奥
州
谷
啓
子［
東
京
］

鈴
木
　
健
一［
京
都
］

橋
本
　
則
子［
京
都
］

畑
中
　
良
二［
宮
城
］

（
一
般
）

今
泉
歌
奈
子［
愛
知
］

植
草
　
正
利［
千
葉
］

大
野
　
厚
代［
愛
知
］

彫
刻
部

春
季
二
科
賞	

澤
登
千
代
子［
千
葉
］

春
　
季
　
賞	

植
草
　
正
利［
千
葉
］

春
　
季
　
賞	
福
岡
侑
恵
加［
愛
知
］

春
　
季
　
賞	
島
村
　
　
薫［
兵
庫
］

（
一
般
）

岩
村
　
明
子［
東
京
］

梅
田
　
勝
裕［
東
京
］

笹
井
　
南
海［
石
川
］

中
村
　
　
葵［
埼
玉
］

保
坂
　
航
子［
埼
玉
］

S 

20
最
優
秀
賞

笹
島
　
裕
美［
石
川
］

S 

20
優
秀
賞

瀬
川
ゆ
か
り［
京
都
］

番
場
美
和
子［
新
潟
］

谷
　
い
づ
美［
東
京
］

平
山
　
　
輝［
大
阪
］

S 

20
佳
作

服
部
由
美
子［
東
京
］

長
井
美
絵
子［
東
京
］

森
本
　
啓
子［
広
島
］

奥
州
谷
啓
子［
東
京
］

清
　
　
尚
子［
静
岡
］

中
　
三
保
子［
北
海
道
］

与
　
　
　
一［
静
岡
］

佐
川
　
修
一［
千
葉
］

小
野
寺
さ
ゆ
り［
宮
城
］

髙
岡
　
次
子［
茨
城
］

S 

20
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞

前
川
普
佐
雄［
埼
玉
］

高
尾
小
百
合［
東
京
］

竹
澤
　
一
郎［
東
京
］

安
井
　
陽
子［
京
都
］オーディエンス賞　授賞式

春季賞　島村　薫さん 春季賞　福岡侑恵加さん 春季二科賞　澤登千代子さん春季賞　植草正利さん

森岡謙二 支援講座・ワークショップ森岡謙二 支援講座・ワークショップ　　午前10時〜午前10時〜
「コラージュ思考であなたの表現を変える！コラージュと貼り絵は違う！」「コラージュ思考であなたの表現を変える！コラージュと貼り絵は違う！」

五味祥子 支援講座・ワークショップ五味祥子 支援講座・ワークショップ　　午後2時〜午後2時〜
「あなたの描写力をUPしてみませんか」「あなたの描写力をUPしてみませんか」
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彫刻部

2
0
2
5
春
季
二
科
展
　
総
評�

前
田 

耕
成

風
景
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
個
々
の

作
品
に
十
分
な
空
間
が
与
え
ら
れ
た

せ
い
か
、
展
示
環
境
に
違
和
感
や
圧

迫
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
一
点
一
点
の
作
品
を

見
て
い
く
と
、
最
初
に
従
来
の
彫
刻

概
念
を
超
え
た
招
待
作
家
の
作
品
に

目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
時
代
の
推
移
と

と
も
に
彫
刻
自
体
も
変
化
し
て
い
く

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
毎
回
春
季

展
は
出
品
者
の
実
験
の
場
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
展
示
さ
れ
た
作
品
に
は
普

段
使
っ
て
い
る
素
材
や
モ
チ
ー
フ
自

体
を
変
え
た
も
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。

ま
さ
に
こ
れ
は
作
者
に
と
っ
て
の
実

験
で
あ
り
、
作
者
の
制
作
に
対
す
る

挑
戦
と
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
作

者
の
彫
刻
に
お
け
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
、

造
形
力
と
そ
れ
を
支
え
る
確
か
な
技

術
力
に
よ
っ
て
良
質
な
作
品
と
し
て

存
在
し
、
新
た
な
創
作
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
え
ま
し
た
。

　

2
0
2
5
年
春
季
二
科
展
は
、
新

緑
の
上
野
公
園
内
東
京
都
美
術
館
で

4
月
18
日
か
ら
5
月
2
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

彫
刻
部
で
は
会
員
、
会
友
と
昨
年

108
回
展
の
受
賞
者
が
招
待
出
品
し
て
、

総
数
63
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
全

体
の
展
示
の
様
子
は
、
か
ぎ
型
の
展

示
会
場
に
台
座
使
用
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
サ
イ
ズ
の
作
品
が
壁
側
に
並
べ
ら

れ
、
中
央
に
は
比
較
的
広
い
空
間
を

必
要
と
す
る
作
品
が
置
か
れ
て
あ
り

ま
し
た
。
多
種
多
様
な
表
現
様
式
が

混
在
す
る
彫
刻
部
の
作
品
群
の
展
示

彫刻部　展示室

　

昨
年
末
か
ら
今
年
に
か
け

て
イ
タ
リ
ア
各
都
市
と
パ
リ

に
半
月
ほ
ど
研
修
旅
行
に
行

っ
て
来
ま
し
た
。
今
回
の
美

術
館
巡
り
の
中
で
、
特
に
心

を
動
か
さ
れ
た
作
品
を
あ
げ

て
み
ま
す
。

　

先
ず
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
マ

リ
ノ
・
マ
リ
ー
ニ
美
術
館
の

彫
刻
で
す
。
留
学
時
代
ミ

ラ
ノ
の
美
術
館
に
展
示
さ
れ

て
い
た
マ
リ
ー
ニ
作
品
は
何

度
か
観
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
は
当
時
の
印
象
を
超
え
る

も
の
で
し
た
。
マ
チ
エ
ー
ル

の
一
つ
一
つ
が
フ
ォ
ル
ム
を

強
調
し
、
面
を
構
成
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
面
が
大
き

な
動
き
の
あ
る
空
間
を
表
現

し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
パ
リ
の
ブ
ル
ー
デ
ル

美
術
館
の
作
品
で
す
。
ブ
ル

ー
デ
ル
彫
刻
は
東
京
の
西
洋

美
術
館
に
も
あ
り
ま
す
が
、

ブ
ロ
ン
ズ
像
に
す
る
前
の
原

型
（
石
膏
）
を
観
た
の
は
初
め

て
で
し
た
。
特
に「
ア
ポ
ロ
ン

の
首
」な
ど
の
頭
部
作
品
に
は

驚
き
ま
し
た
。
作
品
全
体
は

石
の
様
に
硬
い
質
感
で
す
が
、

顔
の
張
り
は
彫
刻
刀
で
少
し

触
れ
る
だ
け
で
は
じ
け
て
し

ま
う
か
と
思
う
程
の
緊
張
感

（
生
命
感
）
が
表
現
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
ミ
ラ
ノ
の
ス
フ
ォ
ル

ツ
ェ
ス
コ
城
に
あ
る
「
ロ
ン
ダ

ニ
ー
ニ
の
ピ
エ
タ
」
で
す
。
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
天
に
召
さ
れ

る
最
後
ま
で
彫
り
続
け
た
作

品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
具

象
作
品
で
す
が
抽
象
彫
刻
と

も
思
え
る
作
品
で
す
。
死
を

迎
え
る
荘
厳
な
か
た
ち
が
刻

ロ
ー
マ
賞 

研
修
報
告

研
修
旅
行
を
終
え
て

 

廣
瀬 

友
彦

（
第
107
回
展　
ロ
ー
マ
賞
）

システーナ礼拝堂

彫刻部　展示室
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笹井 南海
「TOY（thinking of you）」

梅田 勝裕
「Premonition of spring」

中村　葵　「茸麟─きりん─」

2025春季二科展　彫刻部　前年度受賞選抜者作品

井上 なぎさ　「太郎の長い午後」

丸山 恵美　「ねむり姫」

岩村 明子　「アニマルハンバーガー＆ポテト」

保坂 航子　「《残響》（Echo）」

マリノ・マリーニ美術館ブルーデル美術館「ロンダニーニのピエタ」

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
印
象
に
残
っ
た
作

品
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
や
バ

チ
カ
ン
美
術
館
な
ど
に
あ
り

ま
し
た
。

　

研
修
旅
行
で
は
多
く
の
彫

刻
作
品
を
観
る
こ
と
で
、
エ

ジ
プ
ト
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ル
ネ

サ
ン
ス
時
代
の
大
き
な
流
れ

が
現
代
イ
タ
リ
ア
彫
刻
や
現

代
フ
ラ
ン
ス
彫
刻
に
通
じ
て

い
る
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
学

生
時
代
に
感
銘
を
受
け
た
作

家
達
ロ
ダ
ン
・
マ
イ
ヨ
ー
ル
・

ブ
ル
ー
デ
ル
・
ブ
ラ
ン
ク
ー

シ
・
ザ
ッ
キ
ン
・
ジ
ャ
コ
メ

ッ
テ
ィ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・

マ
リ
ノ
マ
リ
ー
ニ
・
フ
ァ
ツ
イ

ー
ニ
・
グ
レ
コ
・
ミ
ン
グ
ッ
チ

ー
・
ク
ロ
チ
ェ
ッ
テ
イ
ー
の
作

品
と
再
会
し
新
た
な
感
動
を

得
る
事
が
出
来
、
留
学
時
代

の
自
分
と
も
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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巡
回
大
阪
展
は
2
0
2
4
年

10
月
31
日
よ
り
11
月
10
日
ま

で
、
昨
年
同
様
、
兵
庫
県
尼
崎

市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。
大
阪
市
立
美
術
館

改
修
工
事
の
た
め
の
臨
時
会
場

で
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に

よ
り
、
絵
画
1
0
1
点
（
全
国

巡
回
作
品
9
点
、
関
西
の
会

員
大
作
7
点
、
会
友
28
点
、
一

般
57
点
）、
彫
刻
5
点
（
会
員
４

点
、
会
友
1
点
）、
デ
ザ
イ
ン

1
0
4
点
、
写
真
1
3
3
点
の

総
出
品
点
数
3
4
3
点
の
展
示

に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
関

西
支
部
の
絵
画
部
は
、
入
選
者

数
が
減
っ
た
も
の
の
、
受
賞
・

推
挙
者
を
含
め
た
２
点
入
選
が

多
く
、
そ
の
た
め
巡
回
作
品
が

9
点
に
制
約
さ
れ
ま
し
た
。
狭

く
暗
い
会
場
で
す
が
、
今
回
は

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
多
め
に
増

や
し
、
閉
塞
感
を
な
る
べ
く
無

く
す
よ
う
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

少
し
で
も
本
来
の
二
科
展
の
イ

メ
ー
ジ
を
来
場
者
に
伝
え
る
た

め
に
、
今
回
も
会
場
に
モ
ニ
タ

ー
を
設
置
し
、
展
示
の
で
き
な

か
っ
た
絵
画
彫
刻
作
品
37
点
の

ス
ラ
イ
ド
ム
ー
ビ
ー
を
放
映
し

ま
し
た
。
併
催
の
「
第
73
回
こ

ど
も
二
科
展
」
や
「
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
」、
デ
ザ
イ
ン
部

主
催
の
「
W
e
b
全
国
ポ
ス
ト
カ

ー
ド
デ
ザ
イ
ン
大
賞
」
な
ど
の
展

示
を
加
え
、
今
回
も
阪
神
地
域

の
秋
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

幅
広
い
世
代
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
結
果
、
総
入
場

者
は
1 

0
、
2
7
6
人
と
、
昨

年
（
1 

0
、
2
7
0
人
）
と
少
し

で
す
が
増
加
し
ま
し
た
。
次
の

1
0
9
回
展
は
、
改
修
工
事
が

終
わ
っ
た
大
阪
市
美
術
館
で
の

開
催
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

待
ち
に
待
っ
た
本
来
の
会
場
で

の
開
催
に
向
け
て
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
た
展
覧
会
に
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。�

（
高
畑　

彰
）

　

第
1
0
8
回
巡
回
東
海
展
は

4
、6
8
9
人
の
入
場
者
を
得

て
、
連
日
熱
気
あ
ふ
れ
る
風
景

を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
初
日

の
10
月
22
日
に
、
コ
ロ
ナ
で
開

け
な
か
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
を
5

年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。
会
場
は

ヒ
ル
ト
ン
名
古
屋
28
階
に
二
科

出
品
者
、
絵
画
、
彫
刻
、
デ

ザ
イ
ン
、
写
真
、
合
わ
せ
て

1
2
6
名
、
又
来
賓
8
名
の
出

席
も
得
て
会
は
大
い
に
盛
り
上

■
東
海
展

　
　
令
和
6
年
10
月
22
日～10

月
27
日

　
　
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

事
が
出
来
た
。
来
賓
代
表
Ｃ
Ｂ

Ｃ
テ
レ
ビ
社
長
松
波
氏
は
「
二

科
会
と
Ｃ
Ｂ
Ｃ
は
北
川
民
次
先

生
の
時
代
か
ら
長
い
繋
が
り
が

あ
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
本
社
に
は
北
川

先
生
が
制
作
さ
れ
た
壁
画
も
健

在
で
、
在
野
の
雄
と
し
て
の
二

科
会
が
今
年
も
こ
れ
ほ
ど
大
勢

の
出
席
者
が
受
賞
者
を
祝
福
し

て
お
ら
れ
る
姿
に
感
動
致
し
ま

し
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
二
科

会
は
出
品
者
が
制
作
に
励
む
こ

と
は
も
と
よ
り
、
二
科
会
を
応

援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
あ
っ

て
の
二
科
会
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。
出
品
内
容
は
絵
画
1
7
8

点
、
彫
刻
20
点
、
デ
ザ
イ
ン

1
3
4
点
、
写
真
2
5
0
点
と

充
実
し
た
内
容
で
、
当
日
券

（
1
、0
0
0
円
） 

を
買
っ
て
入

場
し
て
下
さ
る
方
が
1
日
50
人

～
70
人
と
多
く
、
入
口
に
座
っ

て
い
て
感
激
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
東
海
支
部
を
担
っ
て
い

く
近
藤
隆
弘
さ
ん
が
最
高
賞
の

二
科
賞
に
、
又
二
科
新
人
賞
に

今
泉
歌
奈
子
さ
ん
、
さ
ら
に
特

選
や
会
友
推
挙
、
会
員
推
挙
の

作
品
が
会
場
に
若
々
し
い
空
気

を
漂
わ
せ
お
客
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
各
部
門
が
刺

激
し
合
い
幅
広
い
視
点
で
物
事

を
見
て
い
る
人
の
作
品
が
多
か

っ
た
事
が
、
1
0
8
回
巡
回
東

海
展
が
成
功
し
た
根
幹
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。�

（
堀
尾 

一
郎
）

NIKANIKA1081082024第第108回
108TH NIKA ART EXHIBITION 二科展巡回展二科展巡回展

■
大
阪
展

　
　
令
和
6
年
10
月
31
日～11

月
10
日

　
　
尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

第
1
0
8
回
巡
回
京
都
展
は
、

11
月
末
の
気
候
の
良
い
時
期
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
、
例
年

よ
り
暖
か
く
会
期
中
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
連
日
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

入
場
者
数
は
、
6
日
間
の
短

い
期
間
な
が
ら
、
5
、5
4
2
人

と
昨
年
よ
り
1
7
4
名
多
い
人

数
と
な
り
ま
し
た
。

　

絵
画
部
は
全
国
巡
回
53
点
、

地
元
63
点
、
彫
刻
部
は
全
国

■
京
都
展

　
　
令
和
6
年
11
月
26
日～12

月
1
日

　
　
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
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巡
回
9
点
、
地
元
3
点
の
計

1
2
8
点
の
作
品
を
展
示
、
絵

画
部
の
京
滋
関
係
の
受
賞
者

は
、
特
選
（
久
保
寺
一
二
三
、

山
本
郁
夫
）、
会
員
推
挙
（
田

中
正
子
、
福
島
菜
菜
）、
会

友
推
挙
（
鈴
木
健
一
、
橋
本
則

子
）、
巡
回
京
都
展
の
京
都
新

聞
賞（
瀬
川
ゆ
か
り
）の
各
氏
で

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
部
は
、
全
国

巡
回
作
品
60
点
と
京
・
滋
関
係

の
4
点
計
64
点
を
展
示
、
写

真
部
は
、
京
滋
地
域
の
会
員
や

会
友
の
作
品
、
一
般
公
募
の
単

写
真
部
門
、
組
写
真
部
門
、
ア

ー
ト
フ
ォ
ト
部
門
、
そ
し
て

y
o
u
n
g
部
門
の
入
選
・
入

賞
作
品
を
中
心
に
80
点
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

会
期
中
11
月
29
日
に
実
施
し

た
、
黒
川
彰
夫
理
事
に
よ
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
、
多
く
の

来
場
者
が
参
加
さ
れ
、
熱
心
に

聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

当
日
は
久
し
ぶ
り
に
懇
親
会
も

開
催
出
来
、
担
当
会
員
の
新
し

い
進
行
で
、
和
や
か
な
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
回
も
京
都
市
美
術
館
の
独

特
な
空
間
で
、
絵
画
と
彫
刻
と

の
融
合
展
示
、
ま
た
写
真
部
、

デ
ザ
イ
ン
部
と
の
4
部
門
展
示

は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

良
い
展
示
空
間
と
な
り
、
来
場

者
も
楽
し
く
観
覧
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。�

（
古
保
木 

雄
一
） 

　

富
山
展
は
一
貫
し
て
地
元
の

富
山
テ
レ
ビ
放
送
の
主
催
を
得

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
数
は
、
絵
画
92

点
、
彫
刻
11
点
、
デ
ザ
イ
ン
50

点
、
写
真
２
２
０
点
の
計
３
７
３

点
で
、
二
科
展
の
魅
力
が
多
角

的
に
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
な
が

ら
展
示
、
構
成
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
二
科
会
か
ら
、
生
方

理
事
長
が
来
県
さ
れ
、
開
会
式

で
挨
拶
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
そ

し
て
作
品
解
説
を
通
じ
て
来
場

者
に
大
変
魅
力
的
に
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
の
富
山
は
天
候
に
は
恵

ま
れ
な
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
鑑
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

か
ら
、「
大
作
も
多
く
、
４
部
門

の
多
様
な
作
品
が
揃
い
、
見
ご

た
え
の
あ
る
展
覧
会
だ
っ
た
」と

の
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
初
の
試
み
と
な
る
４
部

門
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

も
好
評
で
し
た
。

　

令
和
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し

た
富
山
支
部
の
中
に
は
、
能
登

半
島
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
メ
ン
バ
ー
も
い
た
た
め
、

開
催
に
あ
た
り
心
配
も
あ
り
ま

し
た
が
、
全
員
で
協
力
し
て
富

山
の
皆
さ
ん
に
二
科
展
の
魅
力

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
、
支
部

と
し
て
も
実
り
多
い
巡
回
展
と

な
り
ま
し
た
。�
（
柳
田 

邦
男
）

■
福
岡
展

　
　
令
和
7
年
3
月
18
日～3

月
23
日

　
　
福
岡
市
美
術
館

　

４
部
門
（
絵
画
1
0
2
人

1
0
2
点
・
彫
刻
9
人
9
点
・

デ
ザ
イ
ン
74
人
79
点
・
写
真

95
人
95
点
）
全
国
巡
回
作
品

と
地
元
入
選
作
品
合
わ
せ
て

2
8
0
人
2
8
5
点
を
展
示

し
、
3
、7
3
1
人
の
方
に
御

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
科

福
岡
支
部
、
二
科
山
口
支
部
、

二
科
大
分
支
部
、
二
科
佐
賀
支

部
、
二
科
長
崎
支
部
、
二
科
会

デ
ザ
イ
ン
部
福
岡
支
部
、
二
科

会
写
真
部
福
岡
支
部
の
協
力
の

も
と
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

巡
回
福
岡
展
関
係
分
の
受

賞
者
は
4
人
（
福
岡
3
・
佐
賀

1
）、
二
点
入
選
者
が
8
人（
福

岡
7
・
佐
賀
1
）。
初
入
選
者

は
4
人
（
佐
賀
2
・
長
崎
1
・

大
分
1
）、
今
後
が
楽
し
み
な

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
絵
画
部

の
会
場
が
大
き
く
２
つ
に
分
か

れ
る
の
で
、
巡
回
作
品
を
中
心

と
し
た
大
作
と
地
元
作
品
を
中

心
と
し
た
比
較
的
小
さ
な
作
品

■
富
山
展

　
　
令
和
6
年
12
月
4
日～12

月
9
日

　
　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　

二
科
展
鹿
児
島
巡
回
展
は
、

「
鹿
児
島
に
春
を
呼
ぶ
美
術
展
」

と
し
て
、
70
数
年
に
わ
た
り
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
第
108
回
展
の
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
は
じ
め
、
受
賞
作

品
、会
員
の
絵
画
・
彫
刻
・
写
真
・

デ
ザ
イ
ン
の
巡
回
作
品
、
鹿
児

島
地
元
作
家
や
宮
崎
県
会
友
を

含
む
作
品
２
２
０
点
を
展
示
し

た
。
照
明
工
事
の
影
響
で
例
年

よ
り
展
示
室
が
狭
く
、
作
品
数

が
少
な
く
な
っ
た
が
、そ
れ
ぞ
れ

が
自
己
の
世
界
感
を
表
現
し
た

充
実
し
た
作
品
の
展
示
が
で
き
、

熱
心
に
鑑
賞
し
て
も
ら
っ
た
。

　

初
日
の
開
場
式
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
、
地
元
新
聞
社
や
会
場

の
黎
明
館
館
長
、
協
賛
社
、
後

援
の
テ
レ
ビ
局
な
ど
の
関
係
者

に
ご
列
席
を
賜
り
、
賑
や
か
に

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
開
場
式

の
後
、
西
健
吉
常
務
理
事
が
作

品
解
説
、
午
後
は
地
元
会
員
が

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、

二
科
会
の
画
風
や
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
作
品
解
説
、
ト
ー
ク

で
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

会
期
中
の
土
・
日
曜
日
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
定
着
し
て
き

た
。
好
評
で
あ
っ
た
の
で
今
後

も
継
続
し
た
い
。

　

ま
た
、
令
和
6
年
能
登
半
島

地
震
復
興
支
援
、
今
回
で
４
年

目
と
な
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
と

し
て
、
鹿
児
島
支
部
同
人
に
よ

る
小
作
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販

売
を
行
っ
た
。

　

7
日
間
で
２
、４
５
２
名
の
入

場
者
。
本
展
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
根
強
い
フ
ァ
ン
が
い
る
こ
と

を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

幅
広
い
世
代
に
鑑
賞
い
た
だ

け
る
二
科
展
、
芸
術
文
化
の
振

興
に
寄
与
で
き
る
展
覧
会
、
ま

た
、
二
科
展
フ
ァ
ン
、
若
年
層

へ
の
訴
求
力
を
高
め
る
必
要
性

を
一
考
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

来
年
度
の
巡
回
鹿
児
島
展
は
会

期
を
早
め
一
月
初
旬
に
予
定
。

改
善
課
題
も
あ
る
が
、
W
e
b

告
知
等
に
よ
る
普
及
広
報
に
も

努
め
た
い
。�

（
祝
迫 

正
豊
）

■
鹿
児
島
展

　
　
令
和
7
年
３
月
2
日～３

月
9
日

　
　
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー

黎
明
館
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第
四
十
七
回

　
定
時
会
員
総
会

　

令
和
7
年
6
月
14
日
午
後
1
時

よ
り
、
第
47
回
定
時
会
員
総
会
が

東
京
都
美
術
館
・
講
堂
に
於
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　

会
員
総
数
2
4
3
名　

出
席
会

員
88
名
、出
席
理
事
19
名
、出
席
監

事
2
名
、
委
任
状
1
3
3
名
に
よ

り
今
総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
た
。

出
席
理
事
：

　

生
方
純
一　
　

山
中
宣
明

　

塙　

珠
世　
　

田
浦
哲
也

　

中
島
敏
明　
　

吉
野　

毅

　

島
田
紘
一
呂　

加
覧
裕
子

　

黒
川
彰
夫　
　

野
村
み
そ
ら

　

田
川
絵
理　
　

岩
田　

博

　

濱
田　

進　
　

横
前
秀
幸

　

粕
谷
正
一　
　

森
岡
謙
二

　

前
田
耕
成　
　

登
坂
秀
雄

出
席
監
事
：

　

五
味
祥
子　
　

宮
澤
光
造

　

審
議
に
先
立
ち
、
前
年
度
逝
去

さ
れ
た
絵
画
部
・
水
谷
征
矢
生
会

員
、
田
中
良
名
誉
理
事
長
、
相
澤

道
子
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。
議

長
に
生
方
代
表
理
事
を
、
議
事
録

署
名
人
に
生
方
、
吉
野
、
塙
、
各

常
務
理
事
を
選
任
し
、
事
前
配
布

資
料
に
よ
っ
て
審
議
に
入
っ
た
。

第
1
号
議
案

令
和
6
年
度
事
業
報
告
：

吉
野
常
務
理
事

総
会
議
案
1
～
10
頁
を
読
み
上
げ

報
告
、
こ
れ
を
報
告
承
認
し
た
。

第
2
号
議
案

令
和
6
年
度
決
算
承
認
の
件
：

登
坂
理
事
・
岩
田
理
事

総
会
議
案
13
～
22
頁
（
令
和
6
年

度
財
務
諸
表
）に
つ
い
て
、
厳
し
い

現
状
況
説
明
と
経
費
削
減
努
力
の

結
果
の
数
字
の
説
明
が
あ
り
、
同

決
算
書
を
確
認
し
、
五
味
監
事
、

宮
澤
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
可
決
し
た
。

第
3
号
議
案

令
和
7
年
度
事
業
計
画
報
告
：

吉
野
常
務
理
事

総
会
議
案
25
～
27
頁
を
読
み
上
げ

説
明
が
あ
り
、
事
業
計
画
が
報
告

承
認
さ
れ
た
。

第
4
号
議
案

令
和
7
年
度
正
味
財
産
増
減
予
算

書
報
告
：
登
坂
理
事
・
岩
田
理
事

総
会
議
案
30
～
31
頁
の
説
明
報
告

が
さ
れ
、
地
代
家
賃
更
新
料
に
つ

い
て
は
小
林
税
理
士
か
ら
詳
細
説

明
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。

第
5
号
議
案

定
款
第
３
章
第
6
条
・
第
7
章
第

34
条
変
更
の
件
：
吉
野
常
務
理
事

総
会
議
案
32
頁
、
定
款
変
更
に
つ

い
て
は
会
員
の
意
見
も
あ
が
り
、

ま
た
総
会
開
催
通
知
の
不
備
、
5

号
議
案
の
委
任
状
の
有
効
性
の
質

問
が
あ
り
、
今
議
案
は
採
決
に
至

ら
ず
委
任
状
の
取
り
方
な
ど
も
再

検
討
と
し
た
う
え
で
審
議
す
る
こ

と
と
し
た
。

・
議
案
審
議
終
了
後
、
巡
回
展
部

田
浦
常
務
理
事
よ
り
1
0
9
回
巡

回
展
作
品
選
別
、
輸
送
等
の
合
理

化
実
施
の
予
定
。
展
覧
会
部
山
中

常
務
理
事
よ
り
2
0
2
5
春
季
展

報
告
、
第
1
0
9
回
展
の
方
針
説

明
。
支
援
部
中
島
常
務
理
事
よ
り

春
季
展
・
本
展
の
講
演
、
支
部
の
支

援
に
つ
い
て
報
告
。
二
科
ニ
ュ
ー

ス
部
野
村
理
事
よ
り
絵
は
が
き
改

善
案
報
告
。
塙
事
務
局
長
よ
り
次

期
選
挙
管
理
委
員
、
二
科
会
公
式

H
P
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
チ
ー
フ
担
当

者
、
事
務
局
新
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

が
あ
っ
た
。

　

午
後
3
時
生
方
理
事
長
が
閉
会

を
宣
し
た
。

◆
絵
画
部
　
部
会
報
告

　

会
員
総
会
後
引
き
続
き
、
同
会

場
に
於
い
て
絵
画
部
会
が
開
か
れ

た
。
絵
画
部
企
画
春
季
展
S
20
コ

ン
ク
ー
ル
の
成
果
に
お
い
て
、
展

覧
会
部
山
中
常
務
理
事
に
よ
り
各

地
支
部
展
で
も
公
募
、
展
示
を
す

る
な
ど
出
品
を
広
げ
る
よ
う
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
出
席
支
部
長

の
各
地
支
部
展
の
状
況
報
告
が
促

さ
れ
、
S
20
コ
ン
ク
ー
ル
の
展
開

な
ど
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た

A
I
作
品
、
デ
ジ
タ
ル
作
品
の
使

用
画
像
の
著
作
権
、
プ
リ
ン
ト
加

筆
な
ど
の
認
識
に
つ
い
て
の
確
認

な
ど
が
あ
っ
た
。�

（
N
）

◆
彫
刻
部
　
部
会
報
告

　

今
年
度
彫
刻
部
会
は
定
時
会
員

総
会
前
に
開
催
さ
れ
た
。
吉
野
彫

刻
部
代
表
に
よ
る
挨
拶
後
、
議
長

（
吉
田（
二
）運
営
委
員
）選
出
。
彫

刻
部
定
時
総
会
成
立
の
確
認
、
新

会
員
･
会
友
の
紹
介
、
退
会
者
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。
次
に
吉
野
展

示
委
員
長
よ
り
第
1
0
9
回
二
科

展
に
つ
い
て
の
説
明
。
彫
刻
部
収

支
報
告
後
、
審
議
事
項
に
入
る
。

①
次
期
選
挙
管
理
委
員
に
、
川
本

（
拓
）会
員
が
承
認
さ
れ
た
。

②
関
東
会
員
の
業
務
負
担
の
軽

減
に
つ
い
て
、
実
効
策
等
々
説

明
・
意
見
交
換
さ
れ
た
。
事
務

4
名
を
以
前
に
戻
し
3
名
体
制

に
す
る
こ
と
を
承
認
。

③
運
営
委
員
よ
り
定
時
会
員
総
会

第
5
号
議
案
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
意
見
交
換
さ
れ
た
。

④
1
0
9
回
、
1
1
0
回
記
念
二

科
展
に
つ
い
て
、
1
0
9
回
展

に
関
し
て
は
ほ
ぼ
昨
年
同
様
で

実
施
す
る
。

⑤「
カ
テ
ゴ
リ
ー
30
」に
つ
い
て
は

1
0
9
回
展
ま
で
は
昨
年
同
様

と
し
、
1
1
0
回
展
に
向
け
て

検
討
委
員
が
任
命
さ
れ
た
。

⑥
出
品
者
・
観
覧
者
を
増
や
す
工

夫
に
つ
い
て
、
広
報
部
活
動
報

告
が
な
さ
れ
た
。

⑦
本
展
、
春
季
展
の
新
し
い
工
夫

な
ど
、
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
事
務
連
絡
事
項
と
千
葉

伸
子
会
員
の
事
務
任
期
満
了
の
報

告
が
あ
っ
た
。�

（
S
）

と
を
分
け
て
、
昨
年
の
鑑
賞
者

の
ご
意
見
を
い
か
し
た
展
示
構

成
と
し
ま
し
た
。
か
な
り
面
積

が
狭
い
た
め
、
会
場
構
成
担
当

の
大
西
正
昭
会
友
を
中
心
に
工

夫
を
重
ね
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
こ
数
年
で
き
な

か
っ
た
前
夜
祭
を
開
催
。
理
事

長
か
ら
心
温
ま
る
励
ま
し
の
ご

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
現

職
の
ご
来
賓
だ
け
で
な
く
巡
回

福
岡
展
に
多
大
な
功
績
の
あ
る

O
B
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
な
り
親

交
を
温
め
ま
し
た
。

　

当
巡
回
展
の
み
の
西
日
本
新

聞
社
賞
を
理
事
長
に
選
考
し
て

い
た
だ
き
、
前
夜
祭
の
中
で
表

彰
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
絵

画
部
は
江
本 

洋
（
福
岡
）、
安

増
千
鶴
子
（
福
岡
）、
西
本 

誠

（
長
崎
）、
デ
ザ
イ
ン
部
は
、
大

賀
翔
太
（
福
岡
）、
写
真
部
は
、

棚
町
良
真（
福
岡
）の
５
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
、
例

年
通
り
の
も
の
プ
ラ
ス
、
初
日

は
、
ご
来
福
い
た
だ
い
た
生

方
理
事
長
の
御
希
望
に
よ
り
一

般
・
会
友
の
出
品
者
を
中
心
に

直
接
作
者
と
触
れ
合
い
な
が
ら

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
最
終
日
は
、
祝
迫
正
豊
運

営
委
員（
鹿
児
島
）に
ご
来
福
い

た
だ
き
、
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
制
作
の
方
法
な
ど
の
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、

参
加
者
一
人
一
人
に
丁
寧
に
わ

か
り
や
す
く
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

広
報
に
つ
い
て
は
、
西
日
本

新
聞
に
、
中
野
紀
三
朗
会
員（
会

員
賞
）、
中
村
英
二
会
友
（
パ
リ

賞
・
会
友
推
挙
）の
出
品
作
品
と

展
覧
会
の
紹
介
が
掲
載
さ
れ
、

有
明
新
報
に
、
牟
田
志
津
子
会

友
、
塚
本
和
美
会
友
、
鷹
尾
重

德
氏
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
テ
レ
ビ
西
日
本
の
ニ

ュ
ー
ス
等
で
も
展
覧
会
の
様
子

が
紹
介
さ
れ
、
パ
リ
賞
受
賞
の

中
村
英
二
会
友
の
作
品
紹
介
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
も
放
映
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
県
美
術

協
会
広
報
誌
F
A
S
68
号
に
、

田
浦
哲
也
常
務
理
事
の
作
品
と

展
覧
会
の
告
知
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。�

（
田
浦 

哲
也
）
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第
109
回
二
科
展

巡
回
展
日
程（
予
定
）　

◆
大
阪
展

　

大
阪
市
立
美
術
館

令
和
7
年
10
月
29
日（
水
）

～
11
月
9
日（
日
）

◆
京
都
展

　

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

令
和
7
年
11
月
25
日（
火
）

～
11
月
30
日（
日
）

◆
東
海
展

　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

令
和
7
年
12
月
17
日（
水
）

～
12
月
21
日（
日
）

◆
鹿
児
島
展

　
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

令
和
8
年
1
月
11
日（
日
）

～
1
月
18
日（
日
）

◆
福
岡
展

　

福
岡
市
美
術
館

令
和
8
年
1
月
27
日（
火
）

～
2
月
1
日（
日
）

第
109
回
二
科
展
　

日
程
表

８
月

21
日（
木
） 

搬
入（
業
者
・
個
人
）

22
日（
金
） 

搬
入（
個
人
）16
時
ま
で

23
日（
土
）～
26
日（
火
） 

審
査

27
日（
水
） 

入
落
通
知
発
送

29
日（
金
）～
30
日（
土
）

 

業
者
選
外
作
品
搬
出

31
日（
日
） 

選
外
作
品
搬
出［
彫
刻
］

９
月

1
日（
月
）～
2
日（
火
）

 

個
人
選
外
作
品
搬
出

2
日（
火
） 

展
示
日

3
日（
水
） 

展
覧
会
初
日

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

 

［
彫
刻
］10
時
30
分

 

作
品
研
究
会
・
Ｕ
35
講
評

 

［
絵
画
］11
時

 

授
賞
式
・
推
挙
式

 

［
絵
画
・
彫
刻
］12
時

 

懇
親
会
16
時

7
日（
日
） 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

［
彫
刻
］14
時

9
日（
火
） 

休
館
日

13
日（
土
） 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

［
絵
画
］13
時

14
日（
日
） 

支
援
講
座
13
時
30
分

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

15
時
20
分

15
日（
月
） 

展
覧
会
最
終
日

 

14
時
ま
で

16
日（
火
） 

搬
出［
絵
画
・
彫
刻
］

17
日（
水
） 

搬
出［
絵
画
］　

絵画部彫刻部

一般の出品規約は
下記のQRコードから
ダウンロードできます

略
歴

一
九
六
二
年　

第
47
回
展
初
入
選

一
九
六
六
年　

第
51
回
展
特
選

一
九
六
八
年　

第
53
回
展
会
友
推
挙

一
九
七
一
年　

第
56
回
展
会
友
賞

一
九
七
二
年　

第
57
回
展
会
員
推
挙

一
九
七
五
年　

第
60
回
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
努
力
賞

二
〇
二
五
年
一
月
十
八
日
逝
去

享
年
90
歳

　

絵
画
部　

会
員

　

相
澤　

道
子 

氏

Lum
iere irise 

第
107
回
展
出
品
作

略
歴

一
九
九
九
年　

第
84
回
展
特
選

二
〇
〇
八
年　

第
93
回
展
会
友
推
挙

二
〇
一
三
年　

第
98
回
展
会
友
賞

二
〇
二
五
年
二
月
二
十
八
日
逝
去

享
年
90
歳

　

絵
画
部　

会
友

　

吉
田　

多
鶴
恵 

氏

略
歴

一
九
八
八
年　

第
73
回
展
特
選

一
九
九
六
年　

第
81
回
展
会
友
推
挙

二
〇
〇
二
年　

第
87
回
展
会
友
賞

二
〇
二
五
年
一
月
二
十
二
日
逝
去

享
年
90
歳

　

絵
画
部　

会
友

　

田
口　

郁
子 

氏

略
歴

一
九
五
三
年　

第
38
回
展
初
入
選

一
九
五
八
年　

第
43
回
展
特
選

一
九
六
〇
年　

第
45
回
展
会
友
推
挙

一
九
七
四
年　

第
59
回
展
会
友
賞

一
九
七
六
年　

第
61
回
展
会
員
推
挙

一
九
八
五
年　

第
70
回
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
努
力
賞

二
〇
一
二
年
～
二
〇
二
二
年

二
科
会
理
事
長

二
〇
二
二
年
～
二
〇
二
四
年

二
科
会
名
誉
理
事
長

二
〇
二
四
年
十
二
月
二
十
日
逝
去

享
年
101
歳

　

名
誉
理
事
長

　

田
中　

良 

氏

田
中
良
名
誉
理
事
長
の

ご
逝
去
を
悼
む

	

生
方	

純
一

北
の
草
原�

第
108
回
展
出
品
作

　

田
中
良
名
誉
理
事
長
が
、

2
0
2
4
年
12
月
20
日
に
101
歳

と
い
う
ご
高
齢
を
全
う
さ
れ
、

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
此
処
に

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

先
生
は
太
平
洋
戦
争
の
末
期

に
兵
役
に
就
か
れ
ま
し
た
が
、

戦
地
に
は
赴
か
ず
終
戦
と
な
り
、

北
海
道
の
道
東
で
教
員
に
な
り
、

終
生
北
海
道
の
原
野
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
描
き
続
け
、
昨
年
の

第
108
回
二
科
展
に
も
新
作
を
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
2
0
1
2
年
に
二
科

会
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
5
期

10
年
間
に
亘
り
会
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
常
に
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
温
厚
に
会
員
、
会

友
、
一
般
出
品
者
、
鑑
賞
者
に

も
接
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
展
示
や
運
営
面
で
も
若
手
の

提
案
や
意
見
を
尊
重
し
、
大
ら

か
な
心
で
受
け
入
れ
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

任
期
中
は
世
界
的
な
コ
ロ
ナ

禍
の
蔓
延
も
あ
り
、
展
覧
会
の

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
追

い
込
ま
れ
る
時
期
も
あ
り
、
出

品
者
、
入
場
者
の
減
少
と
い
う

苦
境
の
時
も
、
持
ち
前
の
笑
顔

で
会
を
結
集
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

合
掌

略
歴

一
九
七
九
年　

第
64
回
展
特
選

一
九
八
三
年　

第
68
回
展
会
友
推
挙

二
〇
二
五
年
一
月
一
日
逝
去

享
年
93
歳

　

絵
画
部　

会
友

　

平
川　

富
貴
子 

氏

略
歴

一
九
八
〇
年　

第
65
回
展
特
選

一
九
八
三
年　

第
68
回
展
会
友
推
挙

一
九
八
六
年　

第
71
回
展
会
友
賞

二
〇
二
五
年
六
月
九
日
逝
去

享
年
88
歳

　

絵
画
部　

会
友

　

斎
藤　

孝
男 

氏
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令
和
七
年
六
月
三
十
日
発
行

　
　
　

公
益
社
団
法
人   

二  

科  

会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

 

東
京
都
新
宿
区
新
宿
４
―
３
―
15

 

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿　

５
０
１
号
室

　
　

  

電
話 

０
３
（
３
３
５
４
）
６
６
４
６

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
（
３
３
５
４
）
４
７
６
８

編
集
委
員

 

委
員
長 

（  ）絵 

寺　

田　
　
　

眞

 

委　

員 

（  ）絵 

渡　

辺　

倭
文
子

 
 

〃 

〃 

酒　

井　

と
し
子

 
 

〃 

〃 

山　

口　

博　

司

 
 

〃 

〃 

山　

岡　

明
日
香

 
 

〃 

（  ）彫 

角　

谷　

豊　

明

 

担
当
役
員 

田　

浦　

哲　

也

 
 

 
 

野　

村　

み
そ
ら

★	二科ニュースweb入稿用アドレス	： newsnika@gmail.com

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　
事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記

　

令
和
の
米
騒
動
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
物
の
価
格
が

上
が
り
、
国
立
新
美
術
館
会
場

使
用
料
も
二
百
万
円
の
値
上
げ

が
予
定
、
二
科
会
事
務
所
地
代

更
新
料
等
と
相
ま
っ
て
、
頭
の

痛
い
経
済
状
況
で
す
。
そ
の
様

な
実
情
を
ご
理
解
頂
き
、
皆
様

に
は
多
方
面
か
ら
の
見
直
し
に

対
す
る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

２
年
目
を
迎
え
た
S
20
号
コ

ン
ク
ー
ル
の
反
響
は
大
き
く
、

こ
れ
も
各
支
部
や
会
員
の
皆
様

の
お
力
添
え
の
賜
物
と
感
じ
ま

す
。
人
気
の
あ
る
参
加
型
の
オ

ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
。
賞
品
と
し

（絵画） （彫刻） 展示者数 展示点数

会員 145名
（個展	会員3名	会友1名含）

160点
（個展19点含）

56名
（会友9名含）

56点
（会友9点含）

201名 216点

選抜者 36名
（賞4名）

36点 7名 7点 43名 43点

S20入選者 179名 190点 179名 190点
計 360名 386点 63名 63点 423名 449点

【NIKA+nika/S20号コンクール】	出品	299名・463点　入選	179名・190点	（二点入選11名）

2025春季二科展の展示者数と展示点数
会場：東京都美術館　　会期：2025年4月18日〜5月2日

◇
今
号
は
紙
面
を
４
ペ
ー
ジ
軽

量
化
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
レ

イ
ア
ウ
ト
は
従
来
の
踏
襲
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
が
、
次
な
る
更

新
を
前
提
に
、
会
員
と
出
品
者

と
共
に
二
科
展
覧
会
を
記
録
す

る
会
報
紙
と
し
て
の
新
た
な
形

を
試
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
昨
今
は
、
今
ま
で
と
同
様

の
継
続
が
保
証
さ
れ
る
と
は
い

か
な
い
、
経
験
で
蓄
積
し
た
は

ず
の
手
法
や
価
値
観
に
固
執
す

る
こ
と
で
は
す
ま
な
い
状
況
の

変
容
が
あ
り
ま
す
。
守
る
べ
き

は
守
り
、
進
む
べ
き
は
進
む
手

だ
て
が
見
い
だ
せ
る
こ
と
を
期

し
て
…
…　

12
ペ
ー
ジ
の
春
号

で
す
。
◇
彫
刻
部
編
集
委
員
は

上
田
快
会
員
か
ら
角
谷
豊
明
会

員
に
交
代
し
ま
し
た
。�

（
N
）

■
支
援
講
座

◎
中
原
史
雄 
名
誉
理
事

講
演

「
頑
張
ら
な
い
。け
ど
前
を
向
く
」

60
年
余
り
二
科
展
に
出
品
し
て
き

た
経
験
を
通
し
て
、
存
在
感
の
あ

る
作
品
を
描
く
に
は
何
が
必
要
か

自
論
を
述
べ
ま
す
。
自
由
に
描
け

な
い
才
能
が
無
い
の
で
は
な
ど
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え
を
捨
て
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
が
何
よ
り
大

切
、
そ
し
て
描
け
る
悦
び
を
感
じ

明
る
く
描
こ
う
と
す
る
意
識
を
持

つ
こ
と
。
制
作
の
発
想
、
表
現
、

画
材
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
あ
な

た
の
前
を
向
く
ア
シ
ス
ト
が
で
き

れ
ば
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ピ
カ
ソ
を
創
る
」

ピ
カ
ソ
が
描
い
た
女
性
の
顔
を
使

っ
て
デ
フ
ォ
ル
メ
の
魅
力
と
新
た

な
空
間
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

日
時
：
9
月
14
日（
日
）

　
　
　
講
演
：
13
時
30
分
〜

　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

15
時
20
分
〜

場
所
：
国
立
新
美
術
館
　
講
堂

応
募
：
参
加
ご
希
望
の
方
は
左
の

	

Q
R
コ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス
い

	

た
だ
く
か
、二
科
会
ホ
ー
ム

	

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
費
：
3
、0
0
0
円

定
員
：
90
名（
先
着
順
）

参
加
申
し
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら
→

て
生
方
理
事
長
か
ら
小
品
を
ご

提
供
い
た
だ
け
る
と
い
う
思
い

が
け
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
授
賞

式
で
は
受
賞
者
は
勿
論
の
こ
と
、

周
囲
の
方
々
か
ら
も
感
嘆
の
声

が
上
が
り
、
素
敵
な
最
終
日
を

飾
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
二
科

会
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
常
に
細

や
か
な
お
心
遣
い
に
心
温
ま
る

も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

二
科
会
公
式
H
P
は
110
回
展

に
向
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
契
約

が
正
式
に
決
ま
り
、
次
世
代

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
３
年
前
、「
わ
が

二
科
会
は
永
久
に
不
滅
で
す
」

と
99
歳
で
理
事
長
退
任
時
に
笑

顔
で
発
言
さ
れ
た
田
中
良
先
生

が
、
次
の
世
代
に
二
科
会
を
託

し
昨
年
12
月
20
日
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
常
に
新
し
い
事
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
改
革
し
て
い
け

る
二
科
会
の
魅
力
的
母
体
を
活

か
し
、
昨
今
の
運
営
的
に
厳
し

い
状
況
を
乗
り
越
え
、
二
科
会

不
滅
の
未
来
に
繋
げ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
や
さ
し
さ

と
、
笑
顔
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
…
。

事
務
局
長　
　

塙　

珠
世

二科展　入場料改定のお知らせ
当日券 二科チラシ割引 団体（20名以上）

一般 1,400円 1,200円 1,200円
大学/高校生 1,200円 900円 600円
中学生以下 無　　料
障害者とその介護者1名は無料です。

■二科展のチケット・招待券をお持ちの方は二科展会期中に限り、
　国立新美術館の企画展を割引料金にてご覧いただけます。
　他割引との併用はできません。

二科会 Instagram
二科展の様々なシーンを
発信しています

■
帝
国
ホ
テ
ル
東
京 

本
館 

中
２
階

「
N
I
K
A 

A
R
T 

S
P
O
T
」

NIKA+nika/S20 

優
秀
賞
作
品
展
示

［
前
期
］

2
0
2
5
年
5
月
8
日
〜
11
月
12
日

谷
　

い
づ
美
・
平
山
　

輝

［
後
期
］

2
0
2
5
年
11
月
12
日

〜
2
0
2
6
年
5
月
8
日

瀬
川	

ゆ
か
り
・
番
場	

美
和
子

第
109
回
二
科
展
　
企
画
案
内■

休
憩
室
企
画

１
階
休
憩
室  

Ｃ
・
Ｄ

二
科
シ
ョ
ッ
プ
で
図
録
、
絵
葉
書
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
作
品
の
展
示
・
販

売
を
致
し
ま
す
。

２
階
休
憩
室  

Ａ
・
Ｂ

2
0
2
5
春
季
展

NIKA+nika/S20

の
受
賞
作
家

や
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
作
家
の
選

抜
展
示
を
し
ま
す
。

３
階
休
憩
室  
Ａ
・
Ｂ

二
科
会
は
全
国
で
支
部
展
や
巡
回

展
を
開
催
し
て
お
り
、
二
科
展
は

全
国
支
部
か
ら
の
出
品
者
が
支
え

て
い
ま
す
。
二
科
会
全
国
支
部
活

動
と
巡
回
展
の
活
動
の
様
子
が
一

目
で
俯
瞰
で
き
る
よ
う
、「
空
か

ら
み
た
二
科
・
全
国
地
図
」
を
企

画
し
特
別
展
示
し
ま
す
。

■
Ｕ
35
ユ
ー
ス
の
会

展
覧
会
部　
山
中
宣
明

若
手
作
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
昨
年
発
足
し
た

Ｕ
35
ユ
ー
ス
の
会
は
今
年
も
さ
ら

に
輪
を
拡
げ
る
べ
く
継
続
し
ま
す
。

9
月
3
日
10
：30
よ
り
新
人
奨
励

室
に
大
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
員
作
品
絵
葉
書
作
成

参
加
の
お
願
い

　

二
科
展
会
員
作
品
絵
葉
書
は
、
自

費
負
担
の
申
し
込
み
制
で
作
成
し
、

二
科
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
の
充
実
の
た
め
、
出
品
作

品
の
記
録
の
た
め
に
も
、
絵
葉
書
作

成
の
申
込
・
振
込
用
紙
を
ご
確
認
の

上
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
中
和
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

　NIKA+nika/S20 

最
優
秀
賞

　
笹
島
裕
美
さ
ん
個
展
開
催
予
定


